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【会長の時間】 畝 徳治
皆さん、こんにちは。失敗学

の中から自分の考えを追加して
話をしたいと思います。タイト
ルは「共有」とは。個々が思考
回路をもつこと。図の中で「共
有」とは「誰かが考えて、全員
に知らせて守らせる」のと違う。
最近は情報を共有しますという
事がありますが、意味合いが違
うという事を承知しながら聞いていただけると
いいと思います。

失敗をなくす手法として、個で考えて、組織
で共有する。それぞれが考えるという事が重要
だというのが失敗学の話です。
「暗黙知」が先輩から後輩へと伝承されると

きのように、一人一人が「自分の頭で考える」
ことは、組織の活性化にもつながります。ある
人が何かをつくり出したり問題を解決したりし
ようとして、自分の頭でものを考えると、その
人の頭の中には、ある思考回路が残ります。い
ったん頭の中にその回路ができると、同じこと
に関するほかの人の考えを聞いたときも、何も
考えていなかったときと比べて何倍も早く処理
することができます。これは、最新の脳科学の
研究からも言えることです。
これを発展させると、次のようなことが言えま
す。例えば 200 人であることを共有しようと思
ったとき、まず、個人がそれぞれの頭の中で考
え、その次に、その 200 人が集まってまた考え
れば、その集団は、200 倍の高速処理ができる
集まりになったと言えます。当然、短い時間で
一気にものごとを考えて、共有化することがで
きます。これは従来のような、「だれかが決めた
ことをまじめに守る」とか「たくさん覚えてい
て上手に使う」という発想法とはまったく違い
ます。

リーダーが集まって組織の構造や制度を変え
ていくことが大事なのではありません。リーダ
ーだからと言って、その人が「真のベテラン」
であるとは限らないのです。それぞれの個人が
自立して考え、組織全体でその考えを共有して
いく――それが、失敗をなくす最も確かな道と
言えるでしょう。
（別の記事による補足）

3 人寄れば文殊の知恵は本当か？
みんなで良いアイデアを出すための条件
ブレインストーミングではよいアイデアは出
てこない！？
ブレインストーミングには、「批判厳禁」「自

由奔放」「質より量」「アイデアの結合」という 4
つのルールがあります。要は「とにかく数多く
のアイデアを出すために、他人を批判せず、大
胆な提案をし、さらにアイデア同士をつなげて
いこう」というわけです。自由で民主的なミー
ティング手法として確かに普遍的な魅力があり、
今でもとても支持されています。しかしながら、
研究者たちの実証研究によると、ブレインスト
ーミングのパフォーマンスは必ずしもよくあり
ません。みんなが一堂に会してブレインストー
ミングするよりも、各メンバーが独立して考え、
それを集めてグループの成果とするほうが、ア
イデアの総数が多く、また独創的なアイデアの
数も多かったのです。
戻って共有の意味の差を知ったうえで、失敗

学から言えること政治体制について、200 人が
それぞれ考えて、集まってさらに考える方式が
民主国家。誰かが決めたことを真面目に守る方
式が独裁国家。失敗学は、「独裁国家より民主国
家の方が失敗が少ない」と主張している。ロシ
アでも形の上ではリーダーを選挙で選ぶが、国
民が個々人の考えに従った投票ができなくなっ
ている。形だけ民主制度を導入したが、国民が
自由に考えて意見を言える、という民主制度の
本質が欠けている。国家が誤った方向へ進んで
しまった。

【幹事報告】 山田 利明
1．地区事務所より
①ロータリー公共イメージ向上の取り組みア
クリルスタンド設置のお願い

②月信 5 月号



会長エレクト 山田 利明会員

次年度の委員会構成を作って
みました。人数も少ないので、
兼務も多いと思いますが、ご協
力をお願いいたします。
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